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野
俣
沢
林
間
キ
ャ
ン
プ
場
、
ス
ケ
ー
ト
場
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
木
工
体
験

が
で
き
る「
ク
ラ
フ
ト
体
験
館
」、
そ
ば
打

ち
体
験
が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
の
味
体
験

館
」
な
ど
の
体
験
施
設
が
あ
り
、
シ
ー
ズ

ン
中
は
県
内
外
か
ら
の
来
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
か
し
、
宿
泊

施
設
・
体
験
施
設
管
理
者
、
商
工
業
者
の

連
携
に
よ
る
新
た
な
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
よ
り
、

施
設
の
利
用
増
に
つ
な
げ
る
「
滞
在
型
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
構
想
を
３
年
計
画
で
進

め
て
い
ま
す
。

商
業
振
興

現
状
と
将
来
の
構
想

　
朝
日
村
で
は
、
企
業
誘
致
を
進
め
大
き

な
企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

東
京
電
力
㈱
の
新
信
濃
変
電
所
は
50 

Hz
・

60 

Hz
の 

東
洋
一
の
周
波
数
変
換
施
設
で

す
。
カ
ン
ロ
㈱ 

朝
日
工
場
で
は
、
グ
ミ

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
製
造
し
て
お
り
、
㈱
東

京
堂
は
造
花
・
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ

ラ
ワ
ー
・ 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
等

の
製
造
、
販
売
、
物
流
拠
点
な
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。

の
充
実
等
を
進
め
な
が
ら
、
担
い
手
育

成
・
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
産
組

織
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

食
の
安
全
・
安
心
と
環
境
に
配
慮
し
た
農

業
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
及
び
推
進
交

付
金
を
活
用
し
、
新
た
な
農
業
と
担
い
手

創
出
事
業
を
５
年
計
画
で
推
進
中
。
農
業

分
野
の
生
産
、
資
材
、
加
工
、
販
売
な
ど

を
含
め
、
総
合
的
な
農
業
経
営
の
実
現
を

図
る
ア
グ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

林
業
の
復
活

現
状
と
将
来
の
構
想

　
朝
日
村
の
面
積
の
約
87
％
を
山
林
が
占

め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
公
有
林

（
村
・ 

財
産
区
有
林
）
が
１
６
６
５
ha
、

私
有
林
４
４
９
３
ha
、
の
計
６
１
５
８
ha
。

ま
た
カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
人
工
林
の

面
積
は
、
４
２
６
１
ha
で
人
工
林
率
は

71
・
１
％
と
な
り
県
平
均
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
資
源
の
有
効
活
用
で
は
、
カ
ラ
マ

ツ
材
を
使
用
し
た
公
共
施
設
の
建
築
や

机
・
椅
子
等
の
制
作
を
推
進
。
す
で
に
、

カ
ラ
マ
ツ
材
を
駆
使
し
た
あ
さ
ひ
保
育
園

が
完
成
し
て
い
る
ほ
か
、
新
庁
舎
に
も
活

か
さ
れ
ま
す
。 

塩
尻
市
、
筑
北
村
と
の

連
携
事
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
を
活
か
し
、
森
林
資
源
活
用
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先
行
型

交
付
金
に
よ
る
基
本
構
想
を
基
に
、
50
％

補
助
に
よ
り
、
森
林
資
源
活
用
の
実
施
計

画
づ
く
り
を
、
５
年
を
目
途
に
進
め
て
い

ま
す
。

観
光
振
興

現
状
と
将
来
の
構
想

　　
村
内
に
は
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
、

農
業
振
興

現
状
と
将
来
の
構
想

　　
朝
日
村
は
、
豊
か
な
土
壌
、
豊
富
な
農

業
用
水
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
農

業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
今
で
は
レ
タ
ス
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
の
高
原
野
菜
で
県
内
有
数
の
産
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
、
遊

休
荒
廃
農
地
発
生
防
止
、
農
業
生
産
基
盤

自
然
の
恵
み
で観

農
林

商

・

・

・

ねずこ下駄（有）三村木工

ふるさとの味体験館でそば打ち体験

ヤマメつかみ取り大会

あさひプライムコテージ

JAハイテク野菜苗センターカンロ（株）朝日工業

野俣沢林間キャンプ場

高
原
野
菜
、カ
ラ
マ
ツ
林
、体
験
型
宿
泊
施
設
…

朝
日
村
な
ら
で
は
の
資
源
を
最
大
限
に
利
用
し
、

積
極
的
な
産
業
振
興
策
で
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す

を
元
気
に
す
る
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農
林
業
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、
水
環
境

の
保
全
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
景
観
の

保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
推
進

　
村
内
の
外
灯
や
公
共
施
設
の
照
明
を
省

エ
ネ
タ
イ
プ
に
切
り
替
え
、
環
境
に
優
し

い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

近
年

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
や
資
源
枯
渇
が

問
題
化
す
る
中
で
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
ず
、
再
生
可
能

で
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
日
村
で
は
、

新
規
に
太
陽
光
発
電
、
薪
ス
ト
ー
ブ
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
方
に
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境

朝
日
村
の
自
然
につい
て

　　
朝
日
村
は
、
鉢
盛
山
を
は
じ
め
、
ハ
ト

峰
、
烏
帽
子
岳
な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
、

鉢
盛
山
を
水
源
と
す
る
鎖
川
と
そ
の
支
川
、

芦
ノ
池
や
原
新
田
の
堤
等
の
水
環
境
、
そ

こ
に
生
息
し
て
い
る
多
種
多
様
な
動
植
物

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
東
斜
面
の
扇
状
の
農
用
地
は
朝
日
村
の

農
業
を
支
え
、
美
し
い
景
観
を
形
成
し
て

い
ま
す
。 

健
全
な
森
林
、
清
浄
で
豊
か

な
水
、
汚
染
の
な
い
土
壌
や
大
気
を
維
持

し
、
持
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
、
将
来

に
わ
た
り
、
地
域
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
と
、
美
し
い
景
観
に
囲
ま
れ
た
健
や

か
な
生
活
環
境
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
る

村
づ
く
り

朝
日
村
の
美
し
い
自
然
環
境
は
村
民
の
宝
で
す
。

省
エ
ネ
を
モ
ッ
ト
ー
に
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、

こ
の
自
然
環
境
を
守
り
、地
球
に
や
さ
し
い
村
を
め
ざ
し
ま
す
。

生

フラワーロード外灯

共

　
役
場
と
ス
キ
ー
場
に
は
、
村
内
の
間
伐

材
を
燃
料
と
し
て
使
う
カ
ラ
マ
ツ
薪
ス
ト

ー
ブ
を
設
置
。
お
越
し
い
た
だ
く
皆
さ
ん

を
温
か
く
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。
新
庁

舎
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
予

定
で
す
。

野
生
鳥
獣
被
害
対
策

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
朝
日
村

で
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鳥
獣
被
害

防
止
と
し
て
金
網
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
防
護

柵
を
総
延
長
24
㎞
に
わ
た
っ
て
設
置
す
る

こ
と
で
、
野
生
鳥
獣
と
人
と
の
す
み
分
け

を
図
り
、
被
害
が
減
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

カラマツの断裁

太陽光パネル

ヤマメの稚魚放流

野生鳥獣被害対策　防止柵

地区ボランティア活動による草取り作業

人
と
自
然
が

美
し
い
自
然
が

い
っ
ぱ
い
で
す
よ
！

薪ストーブ

　平成28年、県道中組バイパス用地と重なる山鳥
場（やまとりば）遺跡の発掘調査が、長野県埋蔵文
化財センターによって始まりました。
　遺跡内では縄文時代中期（約5000年前）の住居跡
や土器片が発見されています。朝日村ではこれまで
24カ所の遺跡が発見されていますが、山鳥場遺跡
には何世代にもわたって人が住み続けていたことが
確認されました。縄文の昔から、朝日村は住みやす
い土地であったことがわかります。

山鳥場遺跡発掘調査
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武
居
城
跡

　
戦
国
時
代
、
豪
族
三
村
氏
の
築
城
と
さ

れ
る
武
居
城
は
当
時
の
山
城
と
し
て
の
面

影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
武
居

城
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
本

格
的
な
茶
室
が
あ
り
ま
す
。 

光
輪
寺

　
奈
良
時
代
に
行
基
が
開
い
た
古
薬
師
が

始
ま
り
と
さ
れ
、
本
尊
の
薬
師
如
来
立
像

を
守
る
別
当
寺
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬

師
堂
と
日
光
・
月
光
菩
薩
像
が
長
野
県
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
期
に
旭

将
軍
木
曽
義
仲
の
命
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
す
。 

樹
齢

　

朝
日
村
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代

（
５
０
０
０
年
〜
４
０
０
０
年
前
）
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
縄
文
時

代
の
集
落
跡
の
熊
久
保
遺
跡
で
は
１
０
０

軒
以
上
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
松
本
平

に
お
け
る
縄
文
中
期
の
拠
点
的
遺
跡
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
世
の
城
跡
も
あ
り
ま
す
。
長
野
県
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
武
居
城
跡
」
や

古
見
の
「
旭
城
跡
」
な
ど
多
く
の
史
跡
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
も
点
在
し
、
村
の

人
た
ち
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
石
仏
の
種
類
や
数
が
多
く
、
庶

民
信
仰
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
ま

す
。

を
伝
え
守
る

古
く
は
、遠
く
縄
文
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
朝
日
村
の
歴
史
。

中
世
の
山
城
や
古
刹
、道
祖
神
な
ど
の
歴
史
遺
産
を
き
ち
ん
と
継
承
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
す

史
４
０
０
年
と
い
わ
れ
る
し
だ
れ
桜
が
有
名

で
、
境
内
に
は
様
々
な
石
像
が
あ
り
ま
す
。

古こ

川せ

ん

寺じ

　
古
見
の
普
門
山
古
川
寺
は
、
永
長
元
年

（
１
０
９
６
年
）
開
基
、
永
禄
年
間

（
１
５
８
８
年
頃
）、
武
田
氏
の
家
臣
上
條

佐
渡
守
信
隣
に
再
興
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
真
言
宗
の
古
刹
で
す
。
観
音
堂
の
本
尊

は
、
聖
観
音
菩
薩
立
像
で
、
毎
年
１
月
15

日
前
後
に
開
催
さ
れ
る
「
厄
除
け
観
音
縁

日
」
は
、
村
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
訪
れ
、

賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
。 

歴

　
ま
た
、
毎
年
５
月
３
日
の
観
音
祭
で
は
、

火
渡
り
の
行
を
修
験
者
と
と
も
に
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 　
　

石
仏
・
道
祖
神

　
朝
日
村
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
石
像
が
残
っ

て
い
ま
す
。
光
輪
寺
薬
師
堂
裏
の
１
８
８

か
所
仏
、
本
郷
薬
師
堂
境
内
の
西
国
33
か

所
観
音
像
、
古
川
寺
の
石
幢
六
地
蔵
、
下

古
見
阿
弥
陀
堂
跡
に
は
一
石
六
地
蔵
の
秀

作
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
村
内
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
を
み
せ
る
31
体
の
道
祖
神
が
あ

り
ま
す
。

光輪寺薬師堂裏石仏群

光輪寺薬師堂

光輪寺

武居城跡

古
こ
川
せん
寺
じ

義仲公園 

足無様 

道祖神

豊
か
な

　義仲は木曽において平家討伐の旗揚げをし、出陣のとき、鳥居峠か
ら烏帽子岳に達し、長峰を経て御馬越についたといわれています。 

光輪寺
　義仲が母小枝御前と住んでいたといわれています。本尊の薬師如来
には義仲にまつわる伝承が多くあり、敷地内には 義仲が植えたとい
われる義仲公手植桜があります。 

義仲公園 
　義仲が木曽から長峰を経てこの地につき、一の廐と呼んで後続部隊
を待った所だという伝承があります。 現在は祠が整備されています。 

御馬越・御道開渡
　義仲が木曽から長峰を越えてここに到着したので御馬越という説と
鎖川の茨を切り開いて松本平を望むこ とができたので御道開渡と呼
ぶようになったという説があります。 

義仲公逆柳 
　兼平と共に洗馬の牧へ行った義仲は、御道開渡沿いの川で、太刀で
切り落とした柳の枝を岩魚めがけて投げ、串刺しにして何匹か獲り食
べました。その時使った柳を刺しておいたところ、芽が出て立派な柳
の木になったといわれています。 

足無様 
　いくつかの伝承がありますが、代表的なものは、幼少の義仲の所に
来た巴御前が足を痛めたので、この神様にお願いすると怪我はすぐ治
り、そのお礼に従者がわらじを供えたというもの。 
　もうひとつは、義仲の動静を探りに来た平家方の間者が木曽方に発
見され、逃げてきたが、この辺りで両足が凍傷のために歩行不能とな
って倒れていた。発見したこの地（針尾）の人が食糧を与えて看護し
たが、その甲斐もなく、足病者を救うからと遺言を残して死んでしま
った。不憫に思った地元の住民が遺言どおりに祠を建てて祀ると、足
病者の参拝が増え、願を掛けると治ったという伝説が残っています。

朝日村に残る義仲伝説
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